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2.2ｈａ橋本市

一、 基本資料とデータ：

条件 　　基準風速： V0= 34 m/s

垂直積雪深さ： ZS= 50 cm

モジュール寸法：
a= 2.278 m

b= 1.134 m

モジュール重量 ： Wg= 264.6 N

モジュール間間隔： c= 0.039 m

　架構と直交方向（桁報告）間隔： L= 3.1 m

段数： X= 4

地面からパネル高さ： H1= 1 m

現場海抜： H2= 0 m

現場積雪区域： 一般区域

パネル傾斜角度：θ= 10.00 度 単位積雪荷重： P= 20 N/cm/m2

架台種類： 地上設置

地面粗度区分： Ⅱ 風荷重指針

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

湖と障害物なし植生なし地

域

植生少ない地域（草と孤立障害物（木と

建物）高さ２０以上

普通な植生地域、建物高さ20障害

物（町、郊外、森林）

建物面積は15%超え、建物平均高

さ１５Ｍ以上地域

二、 荷重計算：

2.1. モジュール荷重：

単位面積荷重： g= 102.4 N/m2

モジュール単位荷重 Gk= 1440.3 N

モジュール垂直荷重 Gk•n= 1418.4 N

モジュール水平荷重 Gk•t= 250.1 N

2.2. 設計用風圧荷重：

Wp=CW*qp*AW 参《JIS C 8955：2017》P3-5.1公式(1)

WP: 設計用風圧荷重（N）

CW: 風力係数

qP: 設計用速度圧（N･㎡） 

AW: 受風面積（㎡）



2.2.1： 風力係数 ： 参《JIS C 8955：2017》P:10-5.3.1公式（6)~(13)

       a）順風（正圧）の場合：

CW= 0.65+0.009θ 地上設置（単独）

CW= 0.785 屋根置き形（0°≦θ≦15°）

CW= 0.65+0.009θ 屋根置き形（15°≦θ≦45°）

CW= 0.74 

       b）逆風（負圧）の場合：

CW= 0.71+0.016θ 地上設置（単独）

CW= 0.95 屋根置き形（0°≦θ≦15°）

CW= 0.71+0.016θ 屋根置き形（15°≦θ≦45°）

CW= 0.87 

2.2.2：  設計用風圧荷重：

qp=0.6*V0
2*E*I N/m2 参《JIS C 8955：2017》P3-5.1公式(2)

     a）設計用基準風速

V0= 34 m/s

     b） 環境係数E:

E=Er
2*Gf 参《JIS C 8955：2017》P9-5.2公式（3）

b1） Er： 平均風速の高さ方向の分布を表す係数

Er=1.7（Zb/ZG)a (H<Zb)

Er=1.7（H/ZG)a (H≧Zb)

H= 1.403992 m

Zb= 5 m 参《JIS C 8955：2017》P9-表4

ZG= 350 m 参《JIS C 8955：2017》P9-表4

а= 0.15 参《JIS C 8955：2017》P9-表4

Er= 0.90 

b2） Gf： ガスト影響係数 

Gf= 2.2 参《JIS C 8955：2017》P9-表3

E= 1.78 

    c）用途係数

I= 1.32 参《JIS C 8955：2017》P10-表5



設計用速度圧 qp= 1627.32 N/m2

2.2.3： モジュール面の受風面積AW

AW= 14.06 m2

単位風圧荷重： 順風（正圧）

アレイ荷重： WP= 16933.26 N

アレイに垂直分量値： WP.n= 16933.26 N

アレイに水平分量値： WP.t= 0.00 N

単位風圧荷重： 逆風（負圧）

アレイ荷重： WP= 19908.02 N

アレイに垂直分量値： WP.n= 19908.02 N

アレイに水平分量値： WP.t= 0.00 N

2.3. 積雪荷重：

SP=CS*P*ZS*AS N

a）：勾配係数

CS= (COS(1.5β))1/2

β= 10.00 

勾配係数 CS= 1.00 

雪の平均単位荷重 P= 20.00 N/cm/m2

地上垂直積雪量 ZS= 50.00 cm

積雪面積 AS= 14.06 m2

積雪荷重： SP= 14061.60 N

アレイに垂直分量値： SP。n= 13847.97 N

アレイに水平分量値： SP。t= 2441.77 N

2.4. 地震荷重 ：

KP=κp*G 一般区域 参《JIS C 8955：2017》P19-7（17）

KP=κp*（G+0.35S） 多雪区域 参《JIS C 8955：2017》P19-7（18）

KP: 設計用地震荷重 N

κp: 設計用水平震度

G: 固定荷重 N

S: 積雪荷重 N

2.4.1： 設計用水平震度 

κp≧1.0*Z*I 参《JIS C 8955：2017》P19-7（18）

κp≧ 1

Z: 地震地域係数（1.0~0.7）

I: 用途係数 

用途係数 ： I= 1

垂直地震荷重： KP.n= 0.00 N

水平地震荷重： KP.t= 250.11 N



三、 荷重組み合わせ：

3.1. 順風（正圧）　（極端な環境想定時　暴風）： 参《JIS C 8955：2017》P3-表1

3.1.1：暴風条件：

  予想荷重=自重+風圧荷重 一般区域

FL=G+W

   予想荷重=自重+積雪荷重+風圧荷重

FL=G+0.35S+W 多雪区域

垂直分量値： FL.n= 18351.69 N

水平分量値： FL.t= 250.11 N

3.1.2：地震条件：

 予想荷重=自重+地震荷重 一般区域

FL=G+K

  予想荷重=自重+地震荷重＋積雪荷重

FL=G+0.35S+K 多雪区域

垂直分量値： FL.n= 1418.43 N

水平分量値： FL.t= 500.22 N

3.2. 逆風（負圧）（暴風）：

 予想荷重=自重+風圧荷重 一般区域

FL=G+W

   予想荷重=自重+積雪荷重+風圧荷重

FL=G+0.35S+W 多雪区域

垂直分量値： FL.n= -18489.6 N

水平分量値： FL.t= 250.11 N

四、 レールの検討

レール断面参数

A 477.5366

Wx(上) 10.51

Wx(下) 10.43

Wy(左) 7.805

Wy(右) 7.805

4.1. レール自重：単位長さ当り重量（/m）

gk= 12.63562 N/m

gk•n=gk·cosθ°= 12.44365 N/m

gk•t=gk·sinθ°= 2.194152 N/m

4.2. 　レール受け荷重の計算：

レール本数= 5 レールに作用する荷重を平均化した上での単位長さに作用する荷重

4.2.1 順風（正圧）(暴風時）：

gy= 1183.98 N/m Ｙはモジュールに垂直方向



gz= 16.13602 N/m Ｚはモジュールに平行方向

4.2.2 順風（正圧）(地震時）：

gy= 91.5119 N/m Ｙはモジュールに垂直方向

gz= 32.27203 N/m Ｚはモジュールに平行方向

4.2.2 逆風（負圧）

gy= -1192.88 N/m Ｙはモジュールに垂直方向

gz= 16.13602 N/m Ｚはモジュールに平行方向

4.3. 断面の検算と反力計算：

4.3.1 順風（正圧）(暴風時）：

My•max=(gy·L2)/8= 1422.256 N•m

Mz•max=(gz·L2)/8= 19.38339 N•m

σ= My/Wy(左)+Mz/Wx(下) [σ]= 250 Mpa 許容曲げ応力度

= 138.8455 Mpa σ<[σ]→OK

支点反力： R= (g·L)/2 よって、安全である

Ry= 1835.17 N

Rz= 25.01 N

4.3.2 順風（正圧）(地震時）：

My•max=(gy·L2)/8= 109.9287 N•m

Mz•max=(gz·L2)/8= 38.76678 N•m

σ= My/Wy(左)+Mz/Wx(下) [σ]= 250 Mpa 許容曲げ応力度

= 15.50658 Mpa σ<[σ]→OK

支点反力： R= (g·L)/2 よって、安全である

Ry= 141.84 N

Rz= 50.02 N

4.3.3 逆風（負圧）

My•max=(gy·L2)/8= -1432.94 N•m

Mz•max=(gz·L2)/8= 19.38339 N•m

σ= Mz/Wx(上)+My/Wy(左) [σ]= 250 Mpa 許容曲げ応力度

= 138.8244 Mpa σ<[σ]→OK

支点反力： R= (gy·L)/2 よって、安全である

Ry= -1848.96 N

Rz= 25.01 N

五、 単位架台検算：

レール断面参数

A 440.69

Wx(上) 9.22

Wx(下) 10.52

Wy(左) 5.6

Wy(右) 5.6



5.1. レール自重：

gk= 11.66066 N/m

gk•0=gk·1.2= 13.99279 N/m

5.2. 順風（正圧）時に架構モデルと解析（最大荷重は風圧力　正圧）

梁材の自重（など分布の荷重)---N/m

正圧時節点荷重---N

　　

正圧時曲げ応力図---N.m



5.3.  レール検算：

（切断面最低点はレール中央部）

M梁•Max= -592.67 N.m レール最大曲げ

Q梁•Max= 2193.44 N レール最大せん断力

N梁•Max= -2335.62 N レール最大たわみ

 ↗  R1= 4406.04 N 支点1反力

→ R1•0= 1710.00 N
支点1反力分量     

↑ R1•90= 4060.68 N

 ↗  R2= 5981.67 N 支点2反力

→ R2•0= -3182.34 N
支点2反力分量     

↑ R2•90= 5064.88 N

反力結論：

　　正圧時せん断力図---N 

正圧時軸方向応力図---N

正圧時反力図---N



　支点ベース必要な垂直抗圧力≥ 5064.88 N

支点ベース必要な水平抗圧力≥ 3182.34 N

応力計算：

σ= M梁•Max/Wx(上)+N梁•Max/A [σ]= 240 Mpa 許容曲げ応力度

= 69.58 Mpa σ<[σ]→OK

よって、安全である

5.4. レッグの検算：

切断面最低点は前レッグの連接部分

前レッグと後ろレッグ断面参数

A 304

Wx(上) 4.9

Wx(下) 4.9

Wy(左) 4.177

Wy(右) 4.177

Ix 14.7

Iy 8.354

ix 21.99

iy 16.57

オイラー公式によって：

l前レッグ= 639 mm

l前レッグ= 1354 mm

l斜材1= 2071 mm

l斜材2= 2259 mm

μ= 1

E= 70000 MPa

I= 0.000000147 m4

λp= 52.5 

λ前レッグ= 38.6 

λ后レッグ= 81.7 

λ斜材1= 125.0 

λ斜材2= 136.3 

Fcr•前レッグ= 248469.4 N N前レッグ= -3034.9 N Fcr•前レッグ>N前レッグ→OK

Fcr•后レッグ= 55339.8 N N后レッグ= -3414.2 N Fcr•后レッグ>N后レッグ→OK

Fcr•斜材1= 23654.5 N N斜材= -2128.5 N Fcr•斜材>N斜材→OK

Fcr•斜材2= 19881.2 N N斜材= -3660.8 N Fcr•斜材>N斜材→OK

よって、安全である
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5.5. 上方向の負圧単位側面部品の分析と計算

負圧節点荷重---N

負圧時の軸力図---N

負圧時の曲げモーメント図---N.m 

負圧時のせん断力図---N



5.6. レール検算：

（切断面最低点はレールの真ん中ところ）

M梁•Max= 595.94 N.m レール最大曲げ

Q梁•Max= -2195.98 N レール最大せん断力

N梁•Max= 2253.39 N レール最大たわみ

 ↗  R1= 4257.36 N 支点1反力

→ R1•0= -1535.22 N
支点1反力分量     

↑ R1•90= -3970.92 N

 ↗  R2= 6065.78 N 支点2反力

→ R2•0= 3265.93 N
支点2反力分量     

↑ R2•90= -5111.50 N

反力結論：　支点ベース必要な垂直抗圧力≥ 5111.50 N

支点ベース必要な水平抗圧力≥ 3265.93 N

応力計算：

σ= M梁•Max/Wx(上)+N梁•Max/A [σ]= 240 Mpa

= 69.7492 Mpa σ<[σ]→OK

よって、安全である

六、 桁方向ブレス計算

図示の通り、一つのブレスは1.5架構力の外力を負担する

単位数 1

F= 単位数XKpt

負圧時の支点反力図---N

F→



= 250.1083 N

L支撑= 3305 mm

F支撑= F·L斜材/（ピッチ*単位数）

= 206.652 N

A 224

Wx(上) 0.62672

Wx(下) 1.7162

Wy(左) 2.31

Wy(右) 1.159

Ix 1.15

Iy 2.7

ix 7.1579

iy 10.98

オイラー公式によって：

L支撑= 3305 mm

μ= 1

E= 70000 MPa

I= 0.000000027 m4

λp= 52.54 

λ斜材= 461.73 

Fcr•斜材= 1706.00 N N斜材= 206.652 N Fcr•斜材>N斜材→OK

よって、安全である
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このたびは地盤調査のご依頼ありがとうございました。

ここに調査結果が出来上がりましたので、ご報告させていただきます。

この報告書は①資料調査結果②現地踏査結果③現地計測結果から

最適な基礎仕様、地盤補強方法をご提案させて頂いております。

住まい・構造物づくりのお役にたてれば幸いです。

また、今後ともご指導、ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。

橋 本 市 小 峰 台 太 陽 光 設 備 設 置 工 事 に 伴 う 地 盤 調 査 2

和歌山県橋本市小峰台1丁目,2丁目

2023年 11月 15日

KAJINOND70
テキストボックス
1
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qa=30Wsw+0.6Nsw・・・建築物の構造関係技術基準解説書：国土交通省住宅局他監修

推定土質が複数になる場合は、各土質の層厚においてNswを算定。算定したNswの内、最小値を採用する。

     _________  _________

54



地形図 ／旧版地形図 1961～19691

等 高 線 、 土 地 利 用 状 況 が 示 さ れ た 地 図 で 地 表 面 の 起 伏 状 態 が 表 さ れ て お り 、 地 盤 の 良 し 悪 し の

参 考 に な り ま す 。

地形図 とは

地形図

明 治 、 大 正 、 昭 和 期 に 作 成 さ れ た 地 形 図 で 最 新 の 地 形 図 と 比 較 す る こ と で 土 地 の 利 用 状 況 を 調

べ る こ と が で き ま す 。

旧版地形図 1961～1969とは

旧版地形図 1961～1969

65



 

３．調査地周辺地形地質概要 

3.1 地形概要 

調査地付近は東西に流れる紀の川の谷は、基本的には西南日本を縦断する大断層で

ある中央構造線に沿う構造谷である。その北側は西南日本内帯、南側は西南日本外帯

と呼ばれている。 

紀の川構造谷には新生代第三期の菖蒲谷層と呼ばれる砂礫層が分布し、主に北縁部

に沿って丘陵を形成している。さらに丘陵の縁辺部、丘陵の開析谷に沿って段丘が発

達している。 

〇和泉山地 

紀の川に面して急斜面を連ねる和泉山地は、東は千早峠付近で大阪・奈良の境界を

なす南北走向の金剛山地に接し、西は加太付近からみると標高 800m 前後主稜線があ

り、最高点は高野口町九重北方の無名峯の 920m である。 

大阪、和歌山の府県境をなす主稜線は山地中央よりに偏して東西に走っている。山

頂付近には緩傾斜地形が小規模に存在するが、全般的に傾斜 30～40 度前後の急斜面

が紀の川構造谷に向かって落ち込んでいる。 

〇橋本丘陵 

紀の川河谷中、右岸には定高性のある丘陵が発達している。標高は 150m 前後、東

域で 200m を超える。起伏量は全般に 50～100m の範囲にあるが部分的に 50m 以下、あ

るいは 100m を超えるところもある。 

丘陵頂には紀の川本流系のチャート礫を主とする厚さ数 10m に及ぶ最高位段丘砂礫

層のつくる堆積面が認められる。 

対象地付近の標高は初芝橋本高校南西部で 203ｍとなっている。 

調査地は造成された広い敷地で長期間放置されていた。小峰台（１）、（２）とも

北側から南側に向けて標高が低くなっている。北側は切土地盤形状で南側は盛土地盤

形状を示し、南側の道路との高低差は 5ｍ余りにも及ぶ。 
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図 3-1 調査地周辺土地分類図〔○印：調査地〕 

「土地分類基本調査 高野山・五條（和歌山県)」より抜粋 

  

 凡 例  
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3.2 地質概要 

紀の川の南側には秩父古生層と称する固結堆積物が分布しており、北側では中央構

造線の断層を境にして中世層の和泉層が分布している。 

・未固結堆積物 

紀の川に沿う平野部では、主として紀の川による堆積物として礫、砂を主体として

局部的に泥を含有している。礫は変成岩、チャート、砂等であり円磨度も比較的高

い。紀の川に流入する大小の河川の流域には、それぞれの基盤から由来する礫、

砂、泥が混在し、その分布は極めて不定である。紀の川北岸の丘陵上にはしばしば

円磨度の高い礫が存在しているが、これは古い時代の紀の川の堆積したものであ

り、その後の浸食により、かなり局部的な分布となっている。また、和泉山脈から

の扇状地上にも礫が存在するが、この礫はくさりで礫になっているものが多い。 

・半固結層堆積物 

菖蒲谷層または出塔層と呼ばれており主として紀の川北岸の丘陵に広く分布して

いる。大阪層群あるいは古琵琶湖層と称せられるものに対比されており、第三紀の

終わりから第四紀の始めにかけて堆積されたものとされている。大小様々の角礫、

円礫、砂、泥等が含まれており一般的には低角度に傾斜して成層している。一見、

固結した岩盤のごとく見られるが、固結度は極めて悪く、長年月の浸食によって安

息角を形成している部分はともかくとして、新たに改変された地形では水等の作用

でしばしば崩壊流出が起こる。特に中央構造線付近では破砕帯を伴って特に崩壊し

やすい状況にある。 

・固結堆積物 （和泉層） 

紀の川より北岸に和泉山脈を形成するする和泉層が存在する。その南側は中央構

造線で変成岩または菖蒲谷層と接している。岩層は礫岩、砂岩、泥岩の互層である

が、構造は不明なところが多い。礫岩は 1～10cm の大きさのチャート、砂岩等が多

く、火成岩類は極めて少ない。泥岩は大部分で薄層として分布し、走向は東西性で

北に 60～80 度に傾斜している。優勢な砂岩はこの泥岩の薄層の為に、切り取り工

事等の場合に大きな板状になってすべり落ちることがあるので、すべり面における

切り取りの角度には注意が必要である。 

調査地の地質は和泉層群の砂岩、泥岩の境界付近にあると見られ現況地盤でも小

峰台（１）付近の北側一部では地盤が泥岩系の黒っぽい色となっているが、その他

の箇所では砂岩系の茶色に変化している。小峰台（２）では砂岩系の茶色の色を呈

している。 
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図 3-2 調査地周辺地質図〔○印：調査地〕 

「和歌山地域の地質(地質調査所)」より抜粋 
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現地調査（敷地内調査）

既存資料

周辺調査データ SWSデータ ■なし　　□あり ボーリングデータ ■なし　　□あり

地図データ 地形図 □なし　　■あり 旧地形図 □なし　　■あり

地形・地質データ 地形分類図 ■なし　　□あり 表層地質図 □なし　　□あり

地形観察

周辺地形 地形区分

■丘陵地　　□台地　　□段丘　　□平坦化地　　□崖錘

□扇状地　　□扇状地性低地　　□自然堤防　　□砂州　　□砂丘

□後背湿地　　□谷底低地　　□氾濫平野　　□旧河道　　□三角州　　□湿地　　□海岸平野

□干拓地　　□盛土地　　□埋立地　　□浅い谷　　□斜面　　□人工地盤　　□その他

地形位置 □頂上部　　■中腹部　　□傾斜部　　□裾部　　□平坦部　　

水路・河川 ■水路・河川なし　　□水路・河川あり（調査地より0m付近に幅0mの河川・水路）

敷地内観察

敷地履歴

現状
□整地　　□既成宅地　　□不整地の原野　　□水田　　□畑　　□山林　　□雑木林　　■造成地

□解体後の更地　　□解体中　　□造成中　　□駐車場　　□その他

前歴
□既成宅地　　□原野　　□水田　　□畑　　□山林　　□雑木林　　□崖地

□河川敷　　□河川　　□池沼　　□工場　　□駐車場　　□その他

造成状況

盛土の有無 ■盛土なし　　□盛土あり（　　）

切土の有無 □切土なし　　■切土あり（　■全面切土　　□切土・盛土が混在　　　）

擁壁の有無 □擁壁なし　　■擁壁あり（　-2m以上　）

盛土経過年数 □盛土なし　　■盛土あり（　10年以上　）

新規盛土の予定 ■なし　　□あり（　　）

地表面の起伏 ■平坦　　□起伏　　□傾斜　　□その他　　

地表面の状況 □更地　　□雑草　　□コンクリート敷　　□砂利敷　　□芝生　　□アスファルト　　□田んぼ　　□畑　　□その他　　

表土状態 硬

既存建物状況

既存建物 ■なし　　□あり（　築年数　年　）

既存地下車庫 ■なし　　□あり（　　）

建物構造 なし

階数 なし

建物基礎の亀裂 ■亀裂なし　　□亀裂あり（　□少ない　　□多い　　　）

建物外壁の亀裂 ■亀裂なし　　□亀裂あり（　□少ない　　□多い　　　）

建物の異常 ■なし　　□あり

施工 施工支援

搬入障害 ■なし　　□あり（　　）

表層地盤状況 ■異常なし　　□異常あり（　　）

現場内高低差 ■なし　　□あり（　　）

電線の有無 ■なし　　□あり（　　）

スペース ■なし　　□あり（　　）

その他 □現調不要　　■現調必要　　□その他　　

備考
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スクリューウエイト貫入試験結果
調査名 橋本市小峰台太陽光設備設置工事に伴う地盤調査2

調査地住所 和歌山県橋本市小峰台1丁目,2丁目

試験深度 0.99m 測点番号 1 調 査 者調 査 者 品川　誠治

年　月　日 2023年11月15日 標　　高標　　高 KBM　　10.76m

水　　位 無し 試験装置試験装置 ジオカルテⅡ

貫入
深さ
D

(m)

貫入量
L

(cm)

荷重
Wsw

(kN)

半回
転数
Na

(回)

1m当り
半回転

数
Nsw
(回)

記　　事

推　定

柱状図

推
定
水
位
(m)

荷重　Wsw

(kN)

貫入量1m当たり
半回転数

Nsw

換算
N値

(回)

換算
qa

(kN/㎡)
音・感触 貫入状況 土質名

.25 .50 .75 50 100 150 200 250

0.25 25 0.25 自沈 0 掘削 0.0 0.0

0.50 25 0.50 自沈 0 遅い 掘削 0.0 0.0

0.75 25 0.50 自沈 0 掘削 0.0 0.0

0.99 24 1.00 161 671 打撃貫入 粘性土 20.0 120.0

<土質凡例> 掘削 回転層

粘性土 自沈層
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スクリューウエイト貫入試験結果
調査名 橋本市小峰台太陽光設備設置工事に伴う地盤調査2

調査地住所 和歌山県橋本市小峰台1丁目,2丁目

試験深度 1.56m 測点番号 2 調 査 者調 査 者 品川　誠治

年　月　日 2023年11月15日 標　　高標　　高 KBM　　10.62m

水　　位 無し 試験装置試験装置 ジオカルテⅡ

貫入
深さ
D

(m)

貫入量
L

(cm)

荷重
Wsw

(kN)

半回
転数
Na

(回)

1m当り
半回転

数
Nsw
(回)

記　　事

推　定

柱状図

推
定
水
位
(m)

荷重　Wsw

(kN)

貫入量1m当たり
半回転数

Nsw

換算
N値

(回)

換算
qa

(kN/㎡)
音・感触 貫入状況 土質名

.25 .50 .75 50 100 150 200 250

0.25 25 0.25 自沈 0 掘削 0.0 0.0

0.50 25 1.00 自沈 0 掘削 0.0 0.0

0.75 25 1.00 自沈 0 掘削 0.0 0.0

1.00 25 1.00 5 20 砂質土 3.3 42.0

1.25 25 1.00 28 112 砂質土 9.5 97.2

1.50 25 1.00 64 256 砂質土 19.2 120.0

1.56 6 1.00 145 2417 打撃貫入 礫質土 20.0 120.0

<土質凡例> 掘削 回転層

砂質土 自沈層

礫質土
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スクリューウエイト貫入試験結果
調査名 橋本市小峰台太陽光設備設置工事に伴う地盤調査2

調査地住所 和歌山県橋本市小峰台1丁目,2丁目

試験深度 1.69m 測点番号 3 調 査 者調 査 者 品川　誠治

年　月　日 2023年11月15日 標　　高標　　高 KBM　　10.62m

水　　位 無し 試験装置試験装置 ジオカルテⅡ

貫入
深さ
D

(m)

貫入量
L

(cm)

荷重
Wsw

(kN)

半回
転数
Na

(回)

1m当り
半回転

数
Nsw
(回)

記　　事

推　定

柱状図

推
定
水
位
(m)

荷重　Wsw

(kN)

貫入量1m当たり
半回転数

Nsw

換算
N値

(回)

換算
qa

(kN/㎡)
音・感触 貫入状況 土質名

.25 .50 .75 50 100 150 200 250

0.25 25 0.75 自沈 0 掘削 0.0 0.0

0.50 25 0.75 自沈 0 掘削 0.0 0.0

0.75 25 0.50 自沈 0 掘削 0.0 0.0

1.00 25 0.25 自沈 0 掘削 0.0 0.0

1.25 25 0.25 自沈 0 速い 掘削 0.0 0.0

1.50 25 1.00 22 88 砂質土 7.9 82.8

1.69 19 1.00 130 684 打撃貫入 粘性土 20.0 120.0

<土質凡例> 掘削 回転層

砂質土 自沈層

粘性土
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スクリューウエイト貫入試験結果
調査名 橋本市小峰台太陽光設備設置工事に伴う地盤調査2

調査地住所 和歌山県橋本市小峰台1丁目,2丁目

試験深度 1.36m 測点番号 4 調 査 者調 査 者 品川　誠治

年　月　日 2023年11月15日 標　　高標　　高 KBM　　10.99m

水　　位 無し 試験装置試験装置 ジオカルテⅡ

貫入
深さ
D

(m)

貫入量
L

(cm)

荷重
Wsw

(kN)

半回
転数
Na

(回)

1m当り
半回転

数
Nsw
(回)

記　　事

推　定

柱状図

推
定
水
位
(m)

荷重　Wsw

(kN)

貫入量1m当たり
半回転数

Nsw

換算
N値

(回)

換算
qa

(kN/㎡)
音・感触 貫入状況 土質名

.25 .50 .75 50 100 150 200 250

0.25 25 0.25 自沈 0 速い 掘削 0.0 0.0

0.50 25 1.00 自沈 0 掘削 0.0 0.0

0.75 25 0.25 自沈 0 速い 掘削 0.0 0.0

1.00 25 0.25 自沈 0 速い 掘削 0.0 0.0

1.25 25 1.00 65 260 砂質土 19.4 120.0

1.36 11 1.00 155 1409 打撃貫入 粘性土 20.0 120.0

<土質凡例> 掘削 回転層

砂質土 自沈層

粘性土
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スクリューウエイト貫入試験結果
調査名 橋本市小峰台太陽光設備設置工事に伴う地盤調査2

調査地住所 和歌山県橋本市小峰台1丁目,2丁目

試験深度 1.35m 測点番号 5 調 査 者調 査 者 品川　誠治

年　月　日 2023年11月15日 標　　高標　　高 KBM　　10.48m

水　　位 無し 試験装置試験装置 ジオカルテⅡ

貫入
深さ
D

(m)

貫入量
L

(cm)

荷重
Wsw

(kN)

半回
転数
Na

(回)

1m当り
半回転

数
Nsw
(回)

記　　事

推　定

柱状図

推
定
水
位
(m)

荷重　Wsw

(kN)

貫入量1m当たり
半回転数

Nsw

換算
N値

(回)

換算
qa

(kN/㎡)
音・感触 貫入状況 土質名

.25 .50 .75 50 100 150 200 250

0.25 25 0.25 自沈 0 速い 掘削 0.0 0.0

0.50 25 0.25 自沈 0 速い 掘削 0.0 0.0

0.75 25 0.25 自沈 0 速い 掘削 0.0 0.0

1.00 25 0.25 自沈 0 速い 掘削 0.0 0.0

1.25 25 1.00 104 416 砂質土 20.0 120.0

1.35 10 1.00 171 1710 打撃貫入 粘性土 20.0 120.0

<土質凡例> 掘削 回転層

砂質土 自沈層

粘性土
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スクリューウエイト貫入試験結果
調査名 橋本市小峰台太陽光設備設置工事に伴う地盤調査2

調査地住所 和歌山県橋本市小峰台1丁目,2丁目

試験深度 1.68m 測点番号 6 調 査 者調 査 者 品川　誠治

年　月　日 2023年11月15日 標　　高標　　高 KBM　　10.59m

水　　位 無し 試験装置試験装置 ジオカルテⅡ

貫入
深さ
D

(m)

貫入量
L

(cm)

荷重
Wsw

(kN)

半回
転数
Na

(回)

1m当り
半回転

数
Nsw
(回)

記　　事

推　定

柱状図

推
定
水
位
(m)

荷重　Wsw

(kN)

貫入量1m当たり
半回転数

Nsw

換算
N値

(回)

換算
qa

(kN/㎡)
音・感触 貫入状況 土質名

.25 .50 .75 50 100 150 200 250

0.25 25 0.25 自沈 0 速い 掘削 0.0 0.0

0.50 25 0.50 自沈 0 掘削 0.0 0.0

0.75 25 0.50 自沈 0 掘削 0.0 0.0

1.00 25 0.25 自沈 0 遅い 掘削 0.0 0.0

1.25 25 1.00 60 240 砂質土 18.1 120.0

1.50 25 1.00 35 140 砂質土 11.4 114.0

1.68 18 1.00 149 828 打撃貫入 粘性土 20.0 120.0

<土質凡例> 掘削 回転層

砂質土 自沈層

粘性土
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スクリューウエイト貫入試験結果
調査名 橋本市小峰台太陽光設備設置工事に伴う地盤調査2

調査地住所 和歌山県橋本市小峰台1丁目,2丁目

試験深度 2.35m 測点番号 7 調 査 者調 査 者 品川　誠治

年　月　日 2023年11月15日 標　　高標　　高 KBM　　10.63m

水　　位 無し 試験装置試験装置 ジオカルテⅡ

貫入
深さ
D

(m)

貫入量
L

(cm)

荷重
Wsw

(kN)

半回
転数
Na

(回)

1m当り
半回転

数
Nsw
(回)

記　　事

推　定

柱状図

推
定
水
位
(m)

荷重　Wsw

(kN)

貫入量1m当たり
半回転数

Nsw

換算
N値

(回)

換算
qa

(kN/㎡)
音・感触 貫入状況 土質名

.25 .50 .75 50 100 150 200 250

0.25 25 0.25 自沈 0 速い 掘削 0.0 0.0

0.50 25 0.50 自沈 0 掘削 0.0 0.0

0.75 25 0.50 自沈 0 掘削 0.0 0.0

1.00 25 0.25 自沈 0 遅い 掘削 0.0 0.0

1.25 25 1.00 23 92 砂質土 8.2 85.2

1.50 25 1.00 36 144 砂質土 11.6 116.4

1.75 25 1.00 102 408 礫質土 20.0 120.0

2.00 25 1.00 111 444 礫質土 20.0 120.0

2.25 25 1.00 136 544 砂質土 20.0 120.0

2.35 10 1.00 143 1430 打撃貫入 粘性土 20.0 120.0

<土質凡例> 掘削 回転層

砂質土 自沈層

礫質土

粘性土
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スクリューウエイト貫入試験結果
調査名 橋本市小峰台太陽光設備設置工事に伴う地盤調査2

調査地住所 和歌山県橋本市小峰台1丁目,2丁目

試験深度 1.38m 測点番号 8 調 査 者調 査 者 品川　誠治

年　月　日 2023年11月15日 標　　高標　　高 KBM　　10.83m

水　　位 無し 試験装置試験装置 ジオカルテⅡ

貫入
深さ
D

(m)

貫入量
L

(cm)

荷重
Wsw

(kN)

半回
転数
Na

(回)

1m当り
半回転

数
Nsw
(回)

記　　事

推　定

柱状図

推
定
水
位
(m)

荷重　Wsw

(kN)

貫入量1m当たり
半回転数

Nsw

換算
N値

(回)

換算
qa

(kN/㎡)
音・感触 貫入状況 土質名

.25 .50 .75 50 100 150 200 250

0.25 25 0.25 自沈 0 掘削 0.0 0.0

0.50 25 1.00 2 8 掘削 0.0 0.0

0.75 25 1.00 自沈 0 掘削 0.0 0.0

1.00 25 0.75 自沈 0 掘削 0.0 0.0

1.25 25 1.00 44 176 砂質土 13.8 120.0

1.38 13 1.00 178 1369 打撃貫入 粘性土 20.0 120.0

<土質凡例> 掘削 回転層

砂質土 自沈層

粘性土
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スクリューウエイト貫入試験結果
調査名 橋本市小峰台太陽光設備設置工事に伴う地盤調査2

調査地住所 和歌山県橋本市小峰台1丁目,2丁目

試験深度 1.32m 測点番号 9 調 査 者調 査 者 品川　誠治

年　月　日 2023年11月15日 標　　高標　　高 KBM　　10.68m

水　　位 無し 試験装置試験装置 ジオカルテⅡ

貫入
深さ
D

(m)

貫入量
L

(cm)

荷重
Wsw

(kN)

半回
転数
Na

(回)

1m当り
半回転

数
Nsw
(回)

記　　事

推　定

柱状図

推
定
水
位
(m)

荷重　Wsw

(kN)

貫入量1m当たり
半回転数

Nsw

換算
N値

(回)

換算
qa

(kN/㎡)
音・感触 貫入状況 土質名

.25 .50 .75 50 100 150 200 250

0.25 25 0.25 自沈 0 速い 掘削 0.0 0.0

0.50 25 0.75 自沈 0 掘削 0.0 0.0

0.75 25 0.75 自沈 0 速い 掘削 0.0 0.0

1.00 25 1.00 64 256 砂質土 19.2 120.0

1.25 25 1.00 145 580 砂質土 20.0 120.0

1.32 7 1.00 156 2229 打撃貫入 粘性土 20.0 120.0

<土質凡例> 掘削 回転層

砂質土 自沈層

粘性土
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スクリューウエイト貫入試験結果
調査名 橋本市小峰台太陽光設備設置工事に伴う地盤調査2

調査地住所 和歌山県橋本市小峰台1丁目,2丁目

試験深度 3.15m 測点番号 10 調 査 者調 査 者 品川　誠治

年　月　日 2023年11月15日 標　　高標　　高 KBM　　10.7m

水　　位 無し 試験装置試験装置 ジオカルテⅡ

貫入
深さ
D

(m)

貫入量
L

(cm)

荷重
Wsw

(kN)

半回
転数
Na

(回)

1m当り
半回転

数
Nsw
(回)

記　　事

推　定

柱状図

推
定
水
位
(m)

荷重　Wsw

(kN)

貫入量1m当たり
半回転数

Nsw

換算
N値

(回)

換算
qa

(kN/㎡)
音・感触 貫入状況 土質名

.25 .50 .75 50 100 150 200 250

0.25 25 1.00 1 4 掘削 0.0 0.0

0.50 25 1.00 8 32 掘削 0.0 0.0

0.75 25 0.75 自沈 0 掘削 0.0 0.0

1.00 25 1.00 26 104 砂質土 9.0 92.4

1.25 25 1.00 27 108 砂質土 9.2 94.8

1.50 25 1.00 67 268 砂質土 20.0 120.0

1.75 25 1.00 38 152 礫質土 12.2 120.0

2.00 25 1.00 49 196 砂質土 15.1 120.0

2.25 25 1.00 113 452 礫質土 20.0 120.0

2.50 25 1.00 40 160 砂質土 12.7 120.0

2.75 25 1.00 22 88 砂質土 7.9 82.8

3.00 25 1.00 40 160 砂質土 12.7 120.0

3.15 15 1.00 147 980 打撃貫入 砂質土 20.0 120.0

<土質凡例> 掘削 回転層

砂質土 自沈層

礫質土
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推定断面図

断面図凡例
自沈層 回転層 設計ＧＬ
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推定断面図

断面図凡例
自沈層 回転層 設計ＧＬ
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推定断面図

断面図凡例
自沈層 回転層 設計ＧＬ
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□考 察

今回の調査では、表層部が非常によく締まって硬いために事前にバックホーで掘削し、その後

埋め戻した後にＳＷＳで調査を実施した。 

その結果、表層部は掘削の為貫入できたが、それ以深については地山の硬質な地盤のために貫

入ができなかった。地質概要にもあるように表層地質に和泉層群の泥岩、砂岩が分布し地表部は

風化もしているとはいえ、造成後の地盤のため表層部の風化部は削られ現状の造成地の地表面

はよく締まった地盤と言える。 

最大の掘削深度は南東部 No.10 の GL-3.15m で次には南西部の No.7 の GL-2.35m であり、その

他は事前の掘削深度１ｍを超える程度のもので余り深くは掘進できなかった。 

以上より、現地の地盤は和泉層群の泥岩、砂岩の風化部はある程度削られ、非常に硬質な地盤

が表層近くから分布しており、殆ど切土地盤と判断される。南側についても盛土は殆どなく切土

地盤であったと推定される。 

  以 上 
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調査地全景 1 調査地全景 2

前面道路 1 前面道路 2

前面道路 東 KBM確認（近景）
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測点 1 測点 2

測点 3 測点 4
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3.3ｈａ橋本市

一、 基本資料とデータ：

条件 　　基準風速： V0= 34 m/s

垂直積雪深さ： ZS= 50 cm

モジュール寸法：
a= 2.278 m

b= 1.134 m

モジュール重量 ： Wg= 264.6 N

モジュール間間隔： c= 0.039 m

　架構と直交方向（桁報告）間隔： L= 3.1 m

段数： X= 4

地面からパネル高さ： H1= 1 m

現場海抜： H2= 0 m

現場積雪区域： 一般区域

パネル傾斜角度：θ= 10.00 度 単位積雪荷重： P= 20 N/cm/m2

架台種類： 地上設置

地面粗度区分： Ⅱ 風荷重指針

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

湖と障害物なし植生なし地

域

植生少ない地域（草と孤立障害物（木と

建物）高さ２０以上

普通な植生地域、建物高さ20障害

物（町、郊外、森林）

建物面積は15%超え、建物平均高

さ１５Ｍ以上地域

二、 荷重計算：

2.1. モジュール荷重：

単位面積荷重： g= 102.4 N/m2

モジュール単位荷重 Gk= 1440.3 N

モジュール垂直荷重 Gk•n= 1418.4 N

モジュール水平荷重 Gk•t= 250.1 N

2.2. 設計用風圧荷重：

Wp=CW*qp*AW 参《JIS C 8955：2017》P3-5.1公式(1)

WP: 設計用風圧荷重（N）

CW: 風力係数

qP: 設計用速度圧（N･㎡） 

AW: 受風面積（㎡）



2.2.1： 風力係数 ： 参《JIS C 8955：2017》P:10-5.3.1公式（6)~(13)

       a）順風（正圧）の場合：

CW= 0.65+0.009θ 地上設置（単独）

CW= 0.785 屋根置き形（0°≦θ≦15°）

CW= 0.65+0.009θ 屋根置き形（15°≦θ≦45°）

CW= 0.74 

       b）逆風（負圧）の場合：

CW= 0.71+0.016θ 地上設置（単独）

CW= 0.95 屋根置き形（0°≦θ≦15°）

CW= 0.71+0.016θ 屋根置き形（15°≦θ≦45°）

CW= 0.87 

2.2.2：  設計用風圧荷重：

qp=0.6*V0
2*E*I N/m2 参《JIS C 8955：2017》P3-5.1公式(2)

     a）設計用基準風速

V0= 34 m/s

     b） 環境係数E:

E=Er
2*Gf 参《JIS C 8955：2017》P9-5.2公式（3）

b1） Er： 平均風速の高さ方向の分布を表す係数

Er=1.7（Zb/ZG)a (H<Zb)

Er=1.7（H/ZG)a (H≧Zb)

H= 1.403992 m

Zb= 5 m 参《JIS C 8955：2017》P9-表4

ZG= 350 m 参《JIS C 8955：2017》P9-表4

а= 0.15 参《JIS C 8955：2017》P9-表4

Er= 0.90 

b2） Gf： ガスト影響係数 

Gf= 2.2 参《JIS C 8955：2017》P9-表3

E= 1.78 

    c）用途係数

I= 1.32 参《JIS C 8955：2017》P10-表5



設計用速度圧 qp= 1627.32 N/m2

2.2.3： モジュール面の受風面積AW

AW= 14.06 m2

単位風圧荷重： 順風（正圧）

アレイ荷重： WP= 16933.26 N

アレイに垂直分量値： WP.n= 16933.26 N

アレイに水平分量値： WP.t= 0.00 N

単位風圧荷重： 逆風（負圧）

アレイ荷重： WP= 19908.02 N

アレイに垂直分量値： WP.n= 19908.02 N

アレイに水平分量値： WP.t= 0.00 N

2.3. 積雪荷重：

SP=CS*P*ZS*AS N

a）：勾配係数

CS= (COS(1.5β))1/2

β= 10.00 

勾配係数 CS= 1.00 

雪の平均単位荷重 P= 20.00 N/cm/m2

地上垂直積雪量 ZS= 50.00 cm

積雪面積 AS= 14.06 m2

積雪荷重： SP= 14061.60 N

アレイに垂直分量値： SP。n= 13847.97 N

アレイに水平分量値： SP。t= 2441.77 N

2.4. 地震荷重 ：

KP=κp*G 一般区域 参《JIS C 8955：2017》P19-7（17）

KP=κp*（G+0.35S） 多雪区域 参《JIS C 8955：2017》P19-7（18）

KP: 設計用地震荷重 N

κp: 設計用水平震度

G: 固定荷重 N

S: 積雪荷重 N

2.4.1： 設計用水平震度 

κp≧1.0*Z*I 参《JIS C 8955：2017》P19-7（18）

κp≧ 1

Z: 地震地域係数（1.0~0.7）

I: 用途係数 

用途係数 ： I= 1

垂直地震荷重： KP.n= 0.00 N

水平地震荷重： KP.t= 250.11 N



三、 荷重組み合わせ：

3.1. 順風（正圧）　（極端な環境想定時　暴風）： 参《JIS C 8955：2017》P3-表1

3.1.1：暴風条件：

  予想荷重=自重+風圧荷重 一般区域

FL=G+W

   予想荷重=自重+積雪荷重+風圧荷重

FL=G+0.35S+W 多雪区域

垂直分量値： FL.n= 18351.69 N

水平分量値： FL.t= 250.11 N

3.1.2：地震条件：

 予想荷重=自重+地震荷重 一般区域

FL=G+K

  予想荷重=自重+地震荷重＋積雪荷重

FL=G+0.35S+K 多雪区域

垂直分量値： FL.n= 1418.43 N

水平分量値： FL.t= 500.22 N

3.2. 逆風（負圧）（暴風）：

 予想荷重=自重+風圧荷重 一般区域

FL=G+W

   予想荷重=自重+積雪荷重+風圧荷重

FL=G+0.35S+W 多雪区域

垂直分量値： FL.n= -18489.6 N

水平分量値： FL.t= 250.11 N

四、 レールの検討

レール断面参数

A 477.5366

Wx(上) 10.51

Wx(下) 10.43

Wy(左) 7.805

Wy(右) 7.805

4.1. レール自重：単位長さ当り重量（/m）

gk= 12.63562 N/m

gk•n=gk·cosθ°= 12.44365 N/m

gk•t=gk·sinθ°= 2.194152 N/m

4.2. 　レール受け荷重の計算：

レール本数= 5 レールに作用する荷重を平均化した上での単位長さに作用する荷重

4.2.1 順風（正圧）(暴風時）：

gy= 1183.98 N/m Ｙはモジュールに垂直方向



gz= 16.13602 N/m Ｚはモジュールに平行方向

4.2.2 順風（正圧）(地震時）：

gy= 91.5119 N/m Ｙはモジュールに垂直方向

gz= 32.27203 N/m Ｚはモジュールに平行方向

4.2.2 逆風（負圧）

gy= -1192.88 N/m Ｙはモジュールに垂直方向

gz= 16.13602 N/m Ｚはモジュールに平行方向

4.3. 断面の検算と反力計算：

4.3.1 順風（正圧）(暴風時）：

My•max=(gy·L2)/8= 1422.256 N•m

Mz•max=(gz·L2)/8= 19.38339 N•m

σ= My/Wy(左)+Mz/Wx(下) [σ]= 250 Mpa 許容曲げ応力度

= 138.8455 Mpa σ<[σ]→OK

支点反力： R= (g·L)/2 よって、安全である

Ry= 1835.17 N

Rz= 25.01 N

4.3.2 順風（正圧）(地震時）：

My•max=(gy·L2)/8= 109.9287 N•m

Mz•max=(gz·L2)/8= 38.76678 N•m

σ= My/Wy(左)+Mz/Wx(下) [σ]= 250 Mpa 許容曲げ応力度

= 15.50658 Mpa σ<[σ]→OK

支点反力： R= (g·L)/2 よって、安全である

Ry= 141.84 N

Rz= 50.02 N

4.3.3 逆風（負圧）

My•max=(gy·L2)/8= -1432.94 N•m

Mz•max=(gz·L2)/8= 19.38339 N•m

σ= Mz/Wx(上)+My/Wy(左) [σ]= 250 Mpa 許容曲げ応力度

= 138.8244 Mpa σ<[σ]→OK

支点反力： R= (gy·L)/2 よって、安全である

Ry= -1848.96 N

Rz= 25.01 N

五、 単位架台検算：

レール断面参数

A 440.69

Wx(上) 9.22

Wx(下) 10.52

Wy(左) 5.6

Wy(右) 5.6



5.1. レール自重：

gk= 11.66066 N/m

gk•0=gk·1.2= 13.99279 N/m

5.2. 順風（正圧）時に架構モデルと解析（最大荷重は風圧力　正圧）

梁材の自重（など分布の荷重)---N/m

正圧時節点荷重---N

　　

正圧時曲げ応力図---N.m



5.3.  レール検算：

（切断面最低点はレール中央部）

M梁•Max= -592.67 N.m レール最大曲げ

Q梁•Max= 2193.44 N レール最大せん断力

N梁•Max= -2335.62 N レール最大たわみ

 ↗  R1= 4406.04 N 支点1反力

→ R1•0= 1710.00 N
支点1反力分量     

↑ R1•90= 4060.68 N

 ↗  R2= 5981.67 N 支点2反力

→ R2•0= -3182.34 N
支点2反力分量     

↑ R2•90= 5064.88 N

反力結論：

　　正圧時せん断力図---N 

正圧時軸方向応力図---N

正圧時反力図---N



　支点ベース必要な垂直抗圧力≥ 5064.88 N

支点ベース必要な水平抗圧力≥ 3182.34 N

応力計算：

σ= M梁•Max/Wx(上)+N梁•Max/A [σ]= 240 Mpa 許容曲げ応力度

= 69.58 Mpa σ<[σ]→OK

よって、安全である

5.4. レッグの検算：

切断面最低点は前レッグの連接部分

前レッグと後ろレッグ断面参数

A 304

Wx(上) 4.9

Wx(下) 4.9

Wy(左) 4.177

Wy(右) 4.177

Ix 14.7

Iy 8.354

ix 21.99

iy 16.57

オイラー公式によって：

l前レッグ= 639 mm

l前レッグ= 1354 mm

l斜材1= 2071 mm

l斜材2= 2259 mm

μ= 1

E= 70000 MPa

I= 0.000000147 m4

λp= 52.5 

λ前レッグ= 38.6 

λ后レッグ= 81.7 

λ斜材1= 125.0 

λ斜材2= 136.3 

Fcr•前レッグ= 248469.4 N N前レッグ= -3034.9 N Fcr•前レッグ>N前レッグ→OK

Fcr•后レッグ= 55339.8 N N后レッグ= -3414.2 N Fcr•后レッグ>N后レッグ→OK

Fcr•斜材1= 23654.5 N N斜材= -2128.5 N Fcr•斜材>N斜材→OK

Fcr•斜材2= 19881.2 N N斜材= -3660.8 N Fcr•斜材>N斜材→OK

よって、安全である
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5.5. 上方向の負圧単位側面部品の分析と計算

負圧節点荷重---N

負圧時の軸力図---N

負圧時の曲げモーメント図---N.m 

負圧時のせん断力図---N



5.6. レール検算：

（切断面最低点はレールの真ん中ところ）

M梁•Max= 595.94 N.m レール最大曲げ

Q梁•Max= -2195.98 N レール最大せん断力

N梁•Max= 2253.39 N レール最大たわみ

 ↗  R1= 4257.36 N 支点1反力

→ R1•0= -1535.22 N
支点1反力分量     

↑ R1•90= -3970.92 N

 ↗  R2= 6065.78 N 支点2反力

→ R2•0= 3265.93 N
支点2反力分量     

↑ R2•90= -5111.50 N

反力結論：　支点ベース必要な垂直抗圧力≥ 5111.50 N

支点ベース必要な水平抗圧力≥ 3265.93 N

応力計算：

σ= M梁•Max/Wx(上)+N梁•Max/A [σ]= 240 Mpa

= 69.7492 Mpa σ<[σ]→OK

よって、安全である

六、 桁方向ブレス計算

図示の通り、一つのブレスは1.5架構力の外力を負担する

単位数 1

F= 単位数XKpt

負圧時の支点反力図---N

F→



= 250.1083 N

L支撑= 3305 mm

F支撑= F·L斜材/（ピッチ*単位数）

= 206.652 N

A 224

Wx(上) 0.62672

Wx(下) 1.7162

Wy(左) 2.31

Wy(右) 1.159

Ix 1.15

Iy 2.7

ix 7.1579

iy 10.98

オイラー公式によって：

L支撑= 3305 mm

μ= 1

E= 70000 MPa

I= 0.000000027 m4

λp= 52.54 

λ斜材= 461.73 

Fcr•斜材= 1706.00 N N斜材= 206.652 N Fcr•斜材>N斜材→OK

よって、安全である
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地盤調査報告書

橋本市小峰台太陽光設備設置工事に伴う地盤調査1

2023年 11月

株式会社岡田測量設計

株式会社ＪＦＤエンジニアリング

KAJINOND70
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2



このたびは地盤調査のご依頼ありがとうございました。

ここに調査結果が出来上がりましたので、ご報告させていただきます。

この報告書は①資料調査結果②現地踏査結果③現地計測結果から

最適な基礎仕様、地盤補強方法をご提案させて頂いております。

住まい・構造物づくりのお役にたてれば幸いです。

また、今後ともご指導、ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。

橋 本 市 小 峰 台 太 陽 光 設 備 設 置 工 事 に 伴 う 地 盤 調 査 1

和歌山県橋本市小峰台1丁目,2丁目

2023年 11月 14日

KAJINOND70
テキストボックス
2
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qa=30Wsw+0.6Nsw・・・建築物の構造関係技術基準解説書：国土交通省住宅局他監修

推定土質が複数になる場合は、各土質の層厚においてNswを算定。算定したNswの内、最小値を採用する。

     _________  _________
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地形図 ／旧版地形図 1961～19691

等 高 線 、 土 地 利 用 状 況 が 示 さ れ た 地 図 で 地 表 面 の 起 伏 状 態 が 表 さ れ て お り 、 地 盤 の 良 し 悪 し の

参 考 に な り ま す 。

地形図 とは

地形図

明 治 、 大 正 、 昭 和 期 に 作 成 さ れ た 地 形 図 で 最 新 の 地 形 図 と 比 較 す る こ と で 土 地 の 利 用 状 況 を 調

べ る こ と が で き ま す 。

旧版地形図 1961～1969とは

旧版地形図 1961～1969

65



 

３．調査地周辺地形地質概要 

3.1 地形概要 

調査地付近は東西に流れる紀の川の谷は、基本的には西南日本を縦断する大断層で

ある中央構造線に沿う構造谷である。その北側は西南日本内帯、南側は西南日本外帯

と呼ばれている。 

紀の川構造谷には新生代第三期の菖蒲谷層と呼ばれる砂礫層が分布し、主に北縁部

に沿って丘陵を形成している。さらに丘陵の縁辺部、丘陵の開析谷に沿って段丘が発

達している。 

〇和泉山地 

紀の川に面して急斜面を連ねる和泉山地は、東は千早峠付近で大阪・奈良の境界を

なす南北走向の金剛山地に接し、西は加太付近からみると標高 800m 前後主稜線があ

り、最高点は高野口町九重北方の無名峯の 920m である。 

大阪、和歌山の府県境をなす主稜線は山地中央よりに偏して東西に走っている。山

頂付近には緩傾斜地形が小規模に存在するが、全般的に傾斜 30～40 度前後の急斜面

が紀の川構造谷に向かって落ち込んでいる。 

〇橋本丘陵 

紀の川河谷中、右岸には定高性のある丘陵が発達している。標高は 150m 前後、東

域で 200m を超える。起伏量は全般に 50～100m の範囲にあるが部分的に 50m 以下、あ

るいは 100m を超えるところもある。 

丘陵頂には紀の川本流系のチャート礫を主とする厚さ数 10m に及ぶ最高位段丘砂礫

層のつくる堆積面が認められる。 

対象地付近の標高は初芝橋本高校南西部で 203ｍとなっている。 

調査地は造成された広い敷地で長期間放置されていた。小峰台（１）、（２）とも

北側から南側に向けて標高が低くなっている。北側は切土地盤形状で南側は盛土地盤

形状を示し、南側の道路との高低差は 5ｍ余りにも及ぶ。 
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図 3-1 調査地周辺土地分類図〔○印：調査地〕 

「土地分類基本調査 高野山・五條（和歌山県)」より抜粋 

  

 凡 例  
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3.2 地質概要 

紀の川の南側には秩父古生層と称する固結堆積物が分布しており、北側では中央構

造線の断層を境にして中世層の和泉層が分布している。 

・未固結堆積物 

紀の川に沿う平野部では、主として紀の川による堆積物として礫、砂を主体として

局部的に泥を含有している。礫は変成岩、チャート、砂等であり円磨度も比較的高

い。紀の川に流入する大小の河川の流域には、それぞれの基盤から由来する礫、

砂、泥が混在し、その分布は極めて不定である。紀の川北岸の丘陵上にはしばしば

円磨度の高い礫が存在しているが、これは古い時代の紀の川の堆積したものであ

り、その後の浸食により、かなり局部的な分布となっている。また、和泉山脈から

の扇状地上にも礫が存在するが、この礫はくさりで礫になっているものが多い。 

・半固結層堆積物 

菖蒲谷層または出塔層と呼ばれており主として紀の川北岸の丘陵に広く分布して

いる。大阪層群あるいは古琵琶湖層と称せられるものに対比されており、第三紀の

終わりから第四紀の始めにかけて堆積されたものとされている。大小様々の角礫、

円礫、砂、泥等が含まれており一般的には低角度に傾斜して成層している。一見、

固結した岩盤のごとく見られるが、固結度は極めて悪く、長年月の浸食によって安

息角を形成している部分はともかくとして、新たに改変された地形では水等の作用

でしばしば崩壊流出が起こる。特に中央構造線付近では破砕帯を伴って特に崩壊し

やすい状況にある。 

・固結堆積物 （和泉層） 

紀の川より北岸に和泉山脈を形成するする和泉層が存在する。その南側は中央構

造線で変成岩または菖蒲谷層と接している。岩層は礫岩、砂岩、泥岩の互層である

が、構造は不明なところが多い。礫岩は 1～10cm の大きさのチャート、砂岩等が多

く、火成岩類は極めて少ない。泥岩は大部分で薄層として分布し、走向は東西性で

北に 60～80 度に傾斜している。優勢な砂岩はこの泥岩の薄層の為に、切り取り工

事等の場合に大きな板状になってすべり落ちることがあるので、すべり面における

切り取りの角度には注意が必要である。 

調査地の地質は和泉層群の砂岩、泥岩の境界付近にあると見られ現況地盤でも小

峰台（１）付近の北側一部では地盤が泥岩系の黒っぽい色となっているが、その他

の箇所では砂岩系の茶色に変化している。小峰台（２）では砂岩系の茶色の色を呈

している。 
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図 3-2 調査地周辺地質図〔○印：調査地〕 

「和歌山地域の地質(地質調査所)」より抜粋 
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現地調査（敷地内調査）

既存資料

周辺調査データ SWSデータ ■なし　　□あり ボーリングデータ ■なし　　□あり

地図データ 地形図 □なし　　■あり 旧地形図 □なし　　■あり

地形・地質データ 地形分類図 ■なし　　□あり 表層地質図 ■なし　　□あり

地形観察

周辺地形 地形区分

■丘陵地　　□台地　　□段丘　　□平坦化地　　□崖錘

□扇状地　　□扇状地性低地　　□自然堤防　　□砂州　　□砂丘

□後背湿地　　□谷底低地　　□氾濫平野　　□旧河道　　□三角州　　□湿地　　□海岸平野

□干拓地　　□盛土地　　□埋立地　　□浅い谷　　□斜面　　□人工地盤　　□その他

地形位置 □頂上部　　■中腹部　　□傾斜部　　□裾部　　□平坦部　　

水路・河川 ■水路・河川なし　　□水路・河川あり（調査地より0m付近に幅0mの河川・水路）

敷地内観察

敷地履歴

現状
□整地　　□既成宅地　　□不整地の原野　　□水田　　□畑　　□山林　　□雑木林　　■造成地

□解体後の更地　　□解体中　　□造成中　　□駐車場　　□その他

前歴
□既成宅地　　■原野　　□水田　　□畑　　□山林　　□雑木林　　□崖地

□河川敷　　□河川　　□池沼　　□工場　　□駐車場　　□その他

造成状況

盛土の有無 ■盛土なし　　□盛土あり（　　）

切土の有無 □切土なし　　■切土あり（　■全面切土　　□切土・盛土が混在　　　）

擁壁の有無 □擁壁なし　　■擁壁あり（　-2m以上　）

盛土経過年数 □盛土なし　　■盛土あり（　10年以上　）

新規盛土の予定 ■なし　　□あり（　　）

地表面の起伏 ■平坦　　□起伏　　□傾斜　　□その他　　

地表面の状況 □更地　　□雑草　　□コンクリート敷　　□砂利敷　　□芝生　　□アスファルト　　□田んぼ　　□畑　　□その他　　

表土状態 硬

既存建物状況

既存建物 ■なし　　□あり（　築年数　年　）

既存地下車庫 ■なし　　□あり（　　）

建物構造 なし

階数 なし

建物基礎の亀裂 ■亀裂なし　　□亀裂あり（　□少ない　　□多い　　　）

建物外壁の亀裂 ■亀裂なし　　□亀裂あり（　□少ない　　□多い　　　）

建物の異常 ■なし　　□あり

施工 施工支援

搬入障害 ■なし　　□あり（　　）

表層地盤状況 ■異常なし　　□異常あり（　　）

現場内高低差 ■なし　　□あり（　　）

電線の有無 ■なし　　□あり（　　）

スペース ■なし　　□あり（　　）

その他 □現調不要　　■現調必要　　□その他　　

備考
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スクリューウエイト貫入試験結果
調査名 橋本市小峰台太陽光設備設置工事に伴う地盤調査1

調査地住所 和歌山県橋本市小峰台1丁目,2丁目

試験深度 0.69m 測点番号 1 調 査 者調 査 者 品川　誠治

年　月　日 2023年11月14日 標　　高標　　高 KBM　　10.48m

水　　位 試験装置試験装置 ジオカルテⅡ

貫入
深さ
D

(m)

貫入量
L

(cm)

荷重
Wsw

(kN)

半回
転数
Na

(回)

1m当り
半回転

数
Nsw
(回)

記　　事

推　定

柱状図

推
定
水
位
(m)

荷重　Wsw

(kN)

貫入量1m当たり
半回転数

Nsw

換算
N値

(回)

換算
qa

(kN/㎡)
音・感触 貫入状況 土質名

.25 .50 .75 50 100 150 200 250

0.25 25 0.75 自沈 0 掘削 掘削 0.0 0.0

0.50 25 0.50 自沈 0 掘削 掘削 0.0 0.0

0.69 19 1.00 自沈 0 掘削 掘削 0.0 0.0

<土質凡例> 掘削 回転層

自沈層
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スクリューウエイト貫入試験結果
調査名 橋本市小峰台太陽光設備設置工事に伴う地盤調査1

調査地住所 和歌山県橋本市小峰台1丁目,2丁目

試験深度 0.53m 測点番号 2 調 査 者調 査 者 品川　誠治

年　月　日 2023年11月14日 標　　高標　　高 KBM　　10.4m

水　　位 試験装置試験装置 ジオカルテⅡ

貫入
深さ
D

(m)

貫入量
L

(cm)

荷重
Wsw

(kN)

半回
転数
Na

(回)

1m当り
半回転

数
Nsw
(回)

記　　事

推　定

柱状図

推
定
水
位
(m)

荷重　Wsw

(kN)

貫入量1m当たり
半回転数

Nsw

換算
N値

(回)

換算
qa

(kN/㎡)
音・感触 貫入状況 土質名

.25 .50 .75 50 100 150 200 250

0.25 25 0.25 自沈 0 掘削 掘削 0.0 0.0

0.50 25 0.75 自沈 0 掘削 掘削 0.0 0.0

0.53 3 1.00 自沈 0 掘削 掘削 0.0 0.0

<土質凡例> 掘削 回転層

自沈層
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スクリューウエイト貫入試験結果
調査名 橋本市小峰台太陽光設備設置工事に伴う地盤調査1

調査地住所 和歌山県橋本市小峰台1丁目,2丁目

試験深度 1.32m 測点番号 3 調 査 者調 査 者 品川　誠治

年　月　日 2023年11月14日 標　　高標　　高 KBM　　10.33m

水　　位 試験装置試験装置 ジオカルテⅡ

貫入
深さ
D

(m)

貫入量
L

(cm)

荷重
Wsw

(kN)

半回
転数
Na

(回)

1m当り
半回転

数
Nsw
(回)

記　　事

推　定

柱状図

推
定
水
位
(m)

荷重　Wsw

(kN)

貫入量1m当たり
半回転数

Nsw

換算
N値

(回)

換算
qa

(kN/㎡)
音・感触 貫入状況 土質名

.25 .50 .75 50 100 150 200 250

0.25 25 0.25 自沈 0 掘削 掘削 0.0 0.0

0.50 25 0.25 自沈 0 掘削 掘削 0.0 0.0

0.75 25 0.25 自沈 0 掘削 掘削 0.0 0.0

1.00 25 0.25 自沈 0 掘削 掘削 0.0 0.0

1.25 25 0.25 自沈 0 掘削 掘削 0.0 0.0

1.32 7 1.00 160 2286 打撃貫入 砂質土 20.0 120.0

<土質凡例> 掘削 回転層

砂質土 自沈層
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スクリューウエイト貫入試験結果
調査名 橋本市小峰台太陽光設備設置工事に伴う地盤調査1

調査地住所 和歌山県橋本市小峰台1丁目,2丁目

試験深度 1.38m 測点番号 4 調 査 者調 査 者 品川　誠治

年　月　日 2023年11月14日 標　　高標　　高 KBM　　10.45m

水　　位 試験装置試験装置 ジオカルテⅡ

貫入
深さ
D

(m)

貫入量
L

(cm)

荷重
Wsw

(kN)

半回
転数
Na

(回)

1m当り
半回転

数
Nsw
(回)

記　　事

推　定

柱状図

推
定
水
位
(m)

荷重　Wsw

(kN)

貫入量1m当たり
半回転数

Nsw

換算
N値

(回)

換算
qa

(kN/㎡)
音・感触 貫入状況 土質名

.25 .50 .75 50 100 150 200 250

0.25 25 0.25 自沈 0 掘削 掘削 0.0 0.0

0.50 25 0.25 自沈 0 掘削 掘削 0.0 0.0

0.75 25 0.25 自沈 0 掘削 掘削 0.0 0.0

1.00 25 0.25 自沈 0 掘削 掘削 0.0 0.0

1.25 25 0.25 自沈 0 掘削 掘削 0.0 0.0

1.38 13 1.00 165 1269 打撃貫入 砂質土 20.0 120.0

<土質凡例> 掘削 回転層

砂質土 自沈層

1716

KAJINOND70
テキストボックス
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スクリューウエイト貫入試験結果
調査名 橋本市小峰台太陽光設備設置工事に伴う地盤調査1

調査地住所 和歌山県橋本市小峰台1丁目,2丁目

試験深度 2.37m 測点番号 5 調 査 者調 査 者 品川　誠治

年　月　日 2023年11月14日 標　　高標　　高 KBM　　10.42m

水　　位 試験装置試験装置 ジオカルテⅡ

貫入
深さ
D

(m)

貫入量
L

(cm)

荷重
Wsw

(kN)

半回
転数
Na

(回)

1m当り
半回転

数
Nsw
(回)

記　　事

推　定

柱状図

推
定
水
位
(m)

荷重　Wsw

(kN)

貫入量1m当たり
半回転数

Nsw

換算
N値

(回)

換算
qa

(kN/㎡)
音・感触 貫入状況 土質名

.25 .50 .75 50 100 150 200 250

0.25 25 0.25 自沈 0 掘削 掘削 0.0 0.0

0.50 25 0.50 自沈 0 掘削 掘削 0.0 0.0

0.75 25 0.50 自沈 0 掘削 掘削 0.0 0.0

1.00 25 0.25 自沈 0 掘削 掘削 0.0 0.0

1.25 25 1.00 46 184 砂質土 14.3 120.0

1.50 25 1.00 90 360 砂質土 20.0 120.0

1.75 25 1.00 60 240 砂質土 18.1 120.0

2.00 25 1.00 21 84 砂質土 7.6 80.4

2.25 25 1.00 39 156 砂質土 12.5 120.0

2.37 12 1.00 151 1258 打撃貫入 砂質土 20.0 120.0

<土質凡例> 掘削 回転層

砂質土 自沈層
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スクリューウエイト貫入試験結果
調査名 橋本市小峰台太陽光設備設置工事に伴う地盤調査1

調査地住所 和歌山県橋本市小峰台1丁目,2丁目

試験深度 1.36m 測点番号 6 調 査 者調 査 者 品川　誠治

年　月　日 2023年11月14日 標　　高標　　高 KBM　　10.28m

水　　位 試験装置試験装置 ジオカルテⅡ

貫入
深さ
D

(m)

貫入量
L

(cm)

荷重
Wsw

(kN)

半回
転数
Na

(回)

1m当り
半回転

数
Nsw
(回)

記　　事

推　定

柱状図

推
定
水
位
(m)

荷重　Wsw

(kN)

貫入量1m当たり
半回転数

Nsw

換算
N値

(回)

換算
qa

(kN/㎡)
音・感触 貫入状況 土質名

.25 .50 .75 50 100 150 200 250

0.25 25 0.25 自沈 0 掘削 掘削 0.0 0.0

0.50 25 0.75 自沈 0 掘削 掘削 0.0 0.0

0.75 25 0.50 自沈 0 掘削 掘削 0.0 0.0

1.00 25 0.50 自沈 0 掘削 掘削 0.0 0.0

1.25 25 0.75 自沈 0 掘削 掘削 0.0 0.0

1.36 11 1.00 160 1455 打撃貫入 砂質土 20.0 120.0

<土質凡例> 掘削 回転層

砂質土 自沈層

1918
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スクリューウエイト貫入試験結果
調査名 橋本市小峰台太陽光設備設置工事に伴う地盤調査1

調査地住所 和歌山県橋本市小峰台1丁目,2丁目

試験深度 1.17m 測点番号 7 調 査 者調 査 者 品川　誠治

年　月　日 2023年11月14日 標　　高標　　高 KBM　　10.37m

水　　位 試験装置試験装置 ジオカルテⅡ

貫入
深さ
D

(m)

貫入量
L

(cm)

荷重
Wsw

(kN)

半回
転数
Na

(回)

1m当り
半回転

数
Nsw
(回)

記　　事

推　定

柱状図

推
定
水
位
(m)

荷重　Wsw

(kN)

貫入量1m当たり
半回転数

Nsw

換算
N値

(回)

換算
qa

(kN/㎡)
音・感触 貫入状況 土質名

.25 .50 .75 50 100 150 200 250

0.25 25 0.25 自沈 0 掘削 掘削 0.0 0.0

0.50 25 0.75 自沈 0 掘削 掘削 0.0 0.0

0.75 25 1.00 自沈 0 掘削 掘削 0.0 0.0

1.00 25 1.00 自沈 0 掘削 掘削 0.0 0.0

1.17 17 1.00 149 876 打撃貫入 砂質土 20.0 120.0

<土質凡例> 掘削 回転層

砂質土 自沈層
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スクリューウエイト貫入試験結果
調査名 橋本市小峰台太陽光設備設置工事に伴う地盤調査1

調査地住所 和歌山県橋本市小峰台1丁目,2丁目

試験深度 2.88m 測点番号 8 調 査 者調 査 者 品川　誠治

年　月　日 2023年11月14日 標　　高標　　高 KBM　　10.11m

水　　位 試験装置試験装置 ジオカルテⅡ

貫入
深さ
D

(m)

貫入量
L

(cm)

荷重
Wsw

(kN)

半回
転数
Na

(回)

1m当り
半回転

数
Nsw
(回)

記　　事

推　定

柱状図

推
定
水
位
(m)

荷重　Wsw

(kN)

貫入量1m当たり
半回転数

Nsw

換算
N値

(回)

換算
qa

(kN/㎡)
音・感触 貫入状況 土質名

.25 .50 .75 50 100 150 200 250

0.25 25 0.25 自沈 0 掘削 掘削 0.0 0.0

0.50 25 0.50 自沈 0 掘削 掘削 0.0 0.0

0.75 25 0.50 自沈 0 掘削 掘削 0.0 0.0

1.00 25 0.50 自沈 0 掘削 掘削 0.0 0.0

1.25 25 0.25 自沈 0 掘削 掘削 0.0 0.0

1.50 25 0.25 自沈 0 掘削 掘削 0.0 0.0

1.75 25 1.00 45 180 砂質土 14.1 120.0

2.00 25 1.00 31 124 砂質土 10.3 104.4

2.25 25 1.00 60 240 砂質土 18.1 120.0

2.50 25 1.00 92 368 砂質土 20.0 120.0

2.75 25 1.00 54 216 砂質土 16.5 120.0

2.88 13 1.00 153 1177 打撃貫入 砂質土 20.0 120.0

<土質凡例> 掘削 回転層

砂質土 自沈層
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スクリューウエイト貫入試験結果
調査名 橋本市小峰台太陽光設備設置工事に伴う地盤調査1

調査地住所 和歌山県橋本市小峰台1丁目,2丁目

試験深度 1.3m 測点番号 9 調 査 者調 査 者 品川　誠治

年　月　日 2023年11月14日 標　　高標　　高 KBM　　10.67m

水　　位 試験装置試験装置 ジオカルテⅡ

貫入
深さ
D

(m)

貫入量
L

(cm)

荷重
Wsw

(kN)

半回
転数
Na

(回)

1m当り
半回転

数
Nsw
(回)

記　　事

推　定

柱状図

推
定
水
位
(m)

荷重　Wsw

(kN)

貫入量1m当たり
半回転数

Nsw

換算
N値

(回)

換算
qa

(kN/㎡)
音・感触 貫入状況 土質名

.25 .50 .75 50 100 150 200 250

0.25 25 0.25 自沈 0 掘削 掘削 0.0 0.0

0.50 25 0.50 自沈 0 掘削 掘削 0.0 0.0

0.75 25 0.25 自沈 0 掘削 掘削 0.0 0.0

1.00 25 0.25 自沈 0 掘削 掘削 0.0 0.0

1.25 25 1.00 139 556 砂質土 20.0 120.0

1.30 5 1.00 122 2440 打撃貫入 砂質土 20.0 120.0

<土質凡例> 掘削 回転層

砂質土 自沈層
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スクリューウエイト貫入試験結果
調査名 橋本市小峰台太陽光設備設置工事に伴う地盤調査1

調査地住所 和歌山県橋本市小峰台1丁目,2丁目

試験深度 1.34m 測点番号 10 調 査 者調 査 者 品川　誠治

年　月　日 2023年11月14日 標　　高標　　高 KBM　　10.39m

水　　位 試験装置試験装置 ジオカルテⅡ

貫入
深さ
D

(m)

貫入量
L

(cm)

荷重
Wsw

(kN)

半回
転数
Na

(回)

1m当り
半回転

数
Nsw
(回)

記　　事

推　定

柱状図

推
定
水
位
(m)

荷重　Wsw

(kN)

貫入量1m当たり
半回転数

Nsw

換算
N値

(回)

換算
qa

(kN/㎡)
音・感触 貫入状況 土質名

.25 .50 .75 50 100 150 200 250

0.25 25 0.25 自沈 0 掘削 掘削 0.0 0.0

0.50 25 0.75 自沈 0 掘削 掘削 0.0 0.0

0.75 25 0.75 自沈 0 掘削 掘削 0.0 0.0

1.00 25 0.25 自沈 0 掘削 掘削 0.0 0.0

1.25 25 1.00 65 260 砂質土 19.4 120.0

1.34 9 1.00 148 1644 打撃貫入 砂質土 20.0 120.0

<土質凡例> 掘削 回転層

砂質土 自沈層
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スクリューウエイト貫入試験結果
調査名 橋本市小峰台太陽光設備設置工事に伴う地盤調査1

調査地住所 和歌山県橋本市小峰台1丁目,2丁目

試験深度 0.37m 測点番号 11 調 査 者調 査 者 品川　誠治

年　月　日 2023年11月14日 標　　高標　　高 KBM　　10.41m

水　　位 試験装置試験装置 ジオカルテⅡ

貫入
深さ
D

(m)

貫入量
L

(cm)

荷重
Wsw

(kN)

半回
転数
Na

(回)

1m当り
半回転

数
Nsw
(回)

記　　事

推　定

柱状図

推
定
水
位
(m)

荷重　Wsw

(kN)

貫入量1m当たり
半回転数

Nsw

換算
N値

(回)

換算
qa

(kN/㎡)
音・感触 貫入状況 土質名

.25 .50 .75 50 100 150 200 250

0.25 25 1.00 自沈 0 掘削 掘削 0.0 0.0

0.37 12 1.00 自沈 0 掘削 掘削 0.0 0.0

<土質凡例> 掘削 回転層

自沈層
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スクリューウエイト貫入試験結果
調査名 橋本市小峰台太陽光設備設置工事に伴う地盤調査1

調査地住所 和歌山県橋本市小峰台1丁目,2丁目

試験深度 0.31m 測点番号 12 調 査 者調 査 者 品川　誠治

年　月　日 2023年11月14日 標　　高標　　高 KBM　　10.7m

水　　位 試験装置試験装置 ジオカルテⅡ

貫入
深さ
D

(m)

貫入量
L

(cm)

荷重
Wsw

(kN)

半回
転数
Na

(回)

1m当り
半回転

数
Nsw
(回)

記　　事

推　定

柱状図

推
定
水
位
(m)

荷重　Wsw

(kN)

貫入量1m当たり
半回転数

Nsw

換算
N値

(回)

換算
qa

(kN/㎡)
音・感触 貫入状況 土質名

.25 .50 .75 50 100 150 200 250

0.25 25 0.25 自沈 0 掘削 掘削 0.0 0.0

0.31 6 1.00 自沈 0 掘削 掘削 0.0 0.0

<土質凡例> 掘削 回転層

自沈層
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スクリューウエイト貫入試験結果
調査名 橋本市小峰台太陽光設備設置工事に伴う地盤調査1

調査地住所 和歌山県橋本市小峰台1丁目,2丁目

試験深度 0.57m 測点番号 13 調 査 者調 査 者 品川　誠治

年　月　日 2023年11月14日 標　　高標　　高 KBM　　10.28m

水　　位 試験装置試験装置 ジオカルテⅡ

貫入
深さ
D

(m)

貫入量
L

(cm)

荷重
Wsw

(kN)

半回
転数
Na

(回)

1m当り
半回転

数
Nsw
(回)

記　　事

推　定

柱状図

推
定
水
位
(m)

荷重　Wsw

(kN)

貫入量1m当たり
半回転数

Nsw

換算
N値

(回)

換算
qa

(kN/㎡)
音・感触 貫入状況 土質名

.25 .50 .75 50 100 150 200 250

0.25 25 1.00 自沈 0 掘削 掘削 0.0 0.0

0.50 25 1.00 自沈 0 掘削 掘削 0.0 0.0

0.57 7 1.00 自沈 0 掘削 掘削 0.0 0.0

<土質凡例> 掘削 回転層

自沈層
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スクリューウエイト貫入試験結果
調査名 橋本市小峰台太陽光設備設置工事に伴う地盤調査1

調査地住所 和歌山県橋本市小峰台1丁目,2丁目

試験深度 0.4m 測点番号 14 調 査 者調 査 者 品川　誠治

年　月　日 2023年11月14日 標　　高標　　高 KBM　　10.5m

水　　位 試験装置試験装置 ジオカルテⅡ

貫入
深さ
D

(m)

貫入量
L

(cm)

荷重
Wsw

(kN)

半回
転数
Na

(回)

1m当り
半回転

数
Nsw
(回)

記　　事

推　定

柱状図

推
定
水
位
(m)

荷重　Wsw

(kN)

貫入量1m当たり
半回転数

Nsw

換算
N値

(回)

換算
qa

(kN/㎡)
音・感触 貫入状況 土質名

.25 .50 .75 50 100 150 200 250

0.25 25 0.25 自沈 0 掘削 掘削 0.0 0.0

0.40 15 1.00 自沈 0 掘削 掘削 0.0 0.0

<土質凡例> 掘削 回転層

自沈層
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スクリューウエイト貫入試験結果
調査名 橋本市小峰台太陽光設備設置工事に伴う地盤調査1

調査地住所 和歌山県橋本市小峰台1丁目,2丁目

試験深度 0.44m 測点番号 15 調 査 者調 査 者 品川　誠治

年　月　日 2023年11月14日 標　　高標　　高 KBM　　10.37m

水　　位 試験装置試験装置 ジオカルテⅡ

貫入
深さ
D

(m)

貫入量
L

(cm)

荷重
Wsw

(kN)

半回
転数
Na

(回)

1m当り
半回転

数
Nsw
(回)

記　　事

推　定

柱状図

推
定
水
位
(m)

荷重　Wsw

(kN)

貫入量1m当たり
半回転数

Nsw

換算
N値

(回)

換算
qa

(kN/㎡)
音・感触 貫入状況 土質名

.25 .50 .75 50 100 150 200 250

0.25 25 0.25 自沈 0 掘削 掘削 0.0 0.0

0.44 19 0.25 自沈 0 掘削 掘削 0.0 0.0

<土質凡例> 掘削 回転層

自沈層
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推定断面図

断面図凡例
自沈層 回転層 設計ＧＬ
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推定断面図

断面図凡例
自沈層 回転層 設計ＧＬ
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推定断面図

断面図凡例
自沈層 回転層 設計ＧＬ
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□考 察 

 

今回の調査では、表層部が非常によく締まって硬いために事前にバックホーで掘削し、その後

埋め戻した後にＳＷＳで調査を実施した。 

その結果、表層部は掘削の為貫入できたが、それ以深については地山の硬質な地盤のために貫

入ができなかった。地質概要にもあるように表層地質に和泉層群の泥岩、砂岩が分布し地表部は

風化もしているとはいえ、現状の造成後の地盤は表層部の風化部は削られ造成地の地表面はよ

く締まった地盤と言える。 

最大の掘削深度は南西部 No.8 の GL-2.88m で次には中央部西側の No.5 の GL-2.37m であり、

その他は事前掘削の１ｍ余りの掘進となったが、No.1、2 については礫等が多かったために掘進

が余り進まなかった。結果的に事前掘削深度は約１ｍ行ったがそれ以深には余り掘進ができな

かった。 

以上より、現地の地盤は和泉層群の泥岩、砂岩の風化部はある程度削られ、非常に硬質な地盤

が表層近くから分布しており、殆ど切土地盤であったものと推定される。南側についても切土地

盤であると判断される 

                                     以 上 
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